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 塩見　　両  

（戦 評） 千葉敬愛高等学校　全国制覇で喜びの涙！！

　千葉敬愛高等学校は２回に大久保、冨、海寶の３本の内野安打で２点を挙げ、続く
３回には林、塩見の三遊間ヒットで１点。５回にも塩見の三塁打と大久保の内野安打
で３点を加えダメ押しした。
　一方、清風南海高等学校も初回に先頭バッター戎野の二塁打と北村の一、二塁間の
ヒットで先制し、６回に塩見と中元の安打で１点を返したが、流れを引き込めず地元
大阪での優勝の夢を断たれた。千葉敬愛は山﨑の毎回奪三振の好投で１８年ぶり２度
目の優勝旗を手にした。
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